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【 注　意 】

本年度実施の入試では、オンラインで行います。

新型コロナウイルス感染症等の影響により、本案内書の内容を変更する場合は、専攻ウェブサイトで公表しますので、随時
確認して下さい。
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（1）予備選抜
志願者が多数の場合、専攻調査票の記載内容および成績表に基づき、予備選抜を行います。予備
選抜の合格者に対して筆記・口述試験が行われます。なお、審査基準についてのお問い合わせに
はお答えできません。予備選抜の結果は、2024年 8月9日 (金 )までに専攻入試ウェブページに
掲載します。

（2）修士特別口述試験（希望受験者のみ）
書類選考によって成績等が優秀と判断されて、かつ本専攻への入学を第一志望とする者に対し

1	 試験日程／試験方法等

2	 試験科目の内容

修 士 課 程  入 学 試 験 案 内

日時試験 試験場所 備考

予備選抜 専攻調査票の記載内容および成績表に基づき、予備選抜を行います。 2（1）を参照

TOEFLのスコアをもって英語の試験とします。出願時に
Appointment Numberと受験日を工学系研究科の出願
システムに入力してください。

提出期限
8月14日（水）

7月20日（土）
8：00 ～ 18：00

英語（TOEFL）

オンラインで実施します。
8月15日（木）
10：00 ～ 16：00

オンライン
接続テスト

提出の条件は12
ページを参考

持参品

修士特別口述
試験

オンラインで
実施します。

希望受験者のみ
2（2）を参照

8月27日（火）
8：00 ～ 18：00

または

8月28日（水）
8：00 ～ 18：00

または

8月29日（木）
8：00 ～ 18：00

口述試験

オンラインで実施
します。受験票発
送時に通知する
「受験者専用ペー
ジ」で会場URLを通
知します。

2（5）を参照

8月26日（月）
9：00 ～ 13：30

専門科目
（電気電子工学・
情報工学）

2（4）を参照

2（3）を参照

オンラインで行います。以下の機
材を各自で用意してください。

*パーソナルコンピュータ
*受験者を側面から撮影する外部
  ウェブカメラ
*解答用紙アップロード用の
  カメラやスマートフォン
*ブロードバンドインターネット
  接続環境

*パーソナルコンピュータ
*ウェブカメラ
*ブロードバンドインターネット
  接続環境

オンラインで行います。以下の機
材を各自で用意してください。

*パーソナルコンピュータ
*受験者を撮影するウェブカメラ
*ブロードバンドインターネット
  接続環境

オンラインで実施
します。受験票発
送時に通知する
「受験者専用ペー
ジ」で会場URLを通
知します。

※修士特別口述試験において選抜された者は英語および専門科目筆記試験が免除されます（ただし8月の口

述試験は免除されません）。それ以外の受験者は、専門科目筆記試験と口述試験の両方を受験しないと受

験が無効となります。
＊	 本年度実施入試では、一般教育科目（数学）の筆記試験は行いません。
＊	 口述試験および専門科目のオンライン試験の詳細は、受験票同封物に記載してある「受験者専用ページ」で公開します。
＊	 2024年8月15日（木）に実施する接続テストには、専門科目試験免除者以外、すべての受験者が必ず参加する必要があります。
＊	 2024年8月30日（金）は修士課程受験者に対する試験はありません。
＊	 オンライン接続テスト、専門科目試験の際にはパソコンに接続できる外付けウェブカメラを準備してください。コンピュータに内蔵され
ているカメラ、スマートフォン、タブレットは利用できません。
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3	 指導教員希望調査

4	 注意事項

て、修士特別口述試験を行います。当試験において選抜された者は、一般入試の英語試験と専門
科目の筆記試験が免除されます。ただし8月の口述試験は免除されません。
受験票同封物に記載してある「受験者専用ページ」のオンライン試験の詳細を参照の上、受験票
と試験に必要な機材を準備して下さい。志望分野とその理由のほか、その分野に関する基礎的知
識について質問します。また、卒業研究の内容や、専攻調査票（5を参照）の内容に関して質問
する場合もあります。

（3）オンライン接続テスト
オンラインで口述試験を行うにあたり、事前に接続テストを行います。受験票同封物に記載して
ある「受験者専用ページ」のオンライン試験の実施方法をよく読み、後日指示されるURLに接続
してください。この接続テストは全ての受験者の参加を前提とするものであり、参加しなかった
ために生じるいかなる不利益も専攻では関知しませんので注意してください。

（4）専門科目（電気電子工学・情報工学）
電気電子工学と情報工学の研究を行うために必要な基礎的な学力を問う内容です。試験問題
は日本語または英語で出題されます。解答は日本語または英語とします。

以下の専門科目の出題範囲から2 問を選択解答します。解答時間は2問合わせて150分です。
　電磁気学、電気回路、情報工学 I、情報工学 II、固体物性、制御・電気エネルギー工学

試験内容の詳細や過去の問題については専攻ウェブページ（http://www.eeis.t.u-tokyo.ac.jp/）を
参照してください。また、サンプル問題がウェブページに掲載されていますので、参考にして
下さい（工学部プリントセンターでは販売しません）。

オンラインでの受験方法については、受験票同封物に記載してある「受験者専用ページ」に掲
載します。

（5）口述試験
口述試験はオンラインで行います。受験票同封物に記載してある「受験者専用ページ」のオン
ライン試験の詳細を参照の上、受験票と試験に必要な機材を準備して下さい。志望分野とその
理由のほか、その分野に関する基礎的事項について質問します。また、卒業研究の内容を口頭
で紹介してもらうことや、専攻調査票（5 を参考）および筆記試験答案の内容に関し質問する
場合もあります。

上記 (2) で選抜された者に対する口述試験では、(2) での試験の内容や卒業研究の進捗などにつ
いて質問します。

指導を希望する教員の選好順序を出願時にオンラインで登録してもらいます。配属は、受験
者の希望を尊重して行ないますが、希望した指導教員以外に配属されることもあります。なお、
合格者の配属については入試成績と志望に応じて公平に決定されます。また、別紙の担当教
員一覧の研究室に所属する大学院外国人研究生は、志望調査において現在の所属研究室の教
員を第1志望としてください。電気系工学専攻修士課程合格内定者には、指導教員をただちに
内定し通知を行います。万が一入学を希望しない場合は、その旨を工学系研究科学務課大学
院チーム宛書面（入学辞退届）にて速やかに連絡してください。

電気系工学専攻では工学系研究科の定める要件を満たす合格者に対しては、10月入学を認めて
います。入学者選抜に用いた試験成績は、今後の本学の入試及び教育の改善に向けた検討のため
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7	 安全保障輸出管理について

8	 他大学または他分野出身の志願者へ

に利用することがあります。電気系工学専攻では、受験時の入国ビザの取得手続きに関するサポー
トはいたしません。

専攻調査票のフォームをダウンロードし、必要事項を記入してください。予備選抜および口述試
験の資料とするため、修士課程で希望する研究内容について記入してください。また、卒業研究
のテーマ、卒業後の進路に関する構想も記入してください。

予備選抜や、口述試験、合否判定の資料として用いますので、本専攻の受験者＊は、学部等での成績
証明書を提出してください。また、証明書の記載内容を、成績集計表に要約し、証明書とともに提出
してください。記入にあたっては、集計表裏面の注意をよく読んで、誤りのないように記入してくだ
さい。

＊ 本専攻では、工学系研究科の募集要項に追加して、本学工学部卒業（見込）者にも成績証明書の提出を求めているの

で注意してください。

東京大学では、外国為替及び外国貿易法に基づいて東京大学安全保障輸出管理規則を定め、
技術の提供及び貨物の輸出の観点から、外国人留学生の受入れに際し厳格な審査を行っています。
規制されている事項に該当する場合は、入学が許可できない場合や希望する研究活動に制限がか
かる場合がありますので、ご注意ください。なお、詳細については、本学安全保障輸出管理支援
室Webサイト（https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/export-control/ja/rule.html）を参照してください。

東京大学大学院工学系研究科電気系工学専攻では、入学者の多様性を確保することを重視してい
ます。電気電子工学や情報工学のみならず、物理学、材料工学、化学、エネルギー・環境工学、
制御工学、宇宙工学など幅広いバックグラウンドを持つ人材を集結して、地球規模の課題解決・
新たな価値の創造に資する人材を養成することを目指しています。その一環で、2020年度実施の
入試から、専門科目の問題構成を見直して問題数を削減し、電気系関連以外の教育を受けた方々
も幅広く受験いただけるようなりました。国内外の様々な大学・学科から、多様な知識、経験、
研究興味を持つ人材を求めています。

修 士 課 程  入 学 試 験 案 内

5	 2025年 度 電 気 系 工 学 専 攻 調 査 票
（修士用）の記入について

6	 学部等での成績証明書と成績集計
表の提出について
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1	 試験日程／試験方法等

2	 学術試験の内容 （1）第1次試験
本年度の大学院博士後期課程入試の試験内容は下記の通りです。

（1-1）オンライン接続テスト
オンラインで口述試験を行うにあたり、事前に接続テストを行います。受験票同封物に記載して
ある「受験者専用ページ」のオンライン試験の実施方法をよく読み、後日指示されるURLに接続
してください。この接続テストは全ての受験者の参加を前提とするものであり、参加しなかった
ために生じるいかなる不利益も専攻では関知しませんので注意してください。

※筆記試験と口述試験の両方を受験しないと、受験が無効となります。
＊	 本年度実施入試では、一般教育科目（数学）の筆記試験は行いません。
＊	 口述試験および専門科目のオンライン試験の詳細は、受験票同封物に記載してある「受験者専用ページ」で公開します。
＊	 電気系工学専攻、新領域創成科学研究科先端エネルギー工学専攻、情報理工学系研究科電子情報学専攻の在学生に対しては、8月
30日（金）以前に口述試験を実施する場合があります。

＊	 本学大学院工学系研究科の電気系工学専攻と電気・電子工学専攻、新領域創成科学研究科基盤情報学専攻および先端エネルギー工
学専攻、情報理工学系研究科電子情報学専攻の修士課程を修了した者および修了見込みの者は、英語、専門学術科目（電気電子工学・
情報工学）の受験を要しません。

＊	 本学大学院工学系研究科の修士課程を修了した者および修了見込みの者は、英語の受験を要しません。
＊	 上記の専攻以外についても、本学大学院修士課程修了者は筆記試験免除の対象となる場合があります。該当する可能性があり免除
を希望する場合は、必ず6月10日(月)までにnyushi25@ee.t.utokyo.ac.jpまでお問合せください。

＊	 2024年8月15日（木）に実施する接続テストに受験者は必ず参加する必要があります。
＊	 オンライン接続テスト、専門科目試験の際にはパソコンに接続できる外付けウェブカメラを準備してください。コンピュータに内
蔵されているカメラ、スマートフォン、タブレットは利用できません。

出 願 日 程 A
博 士 後 期 課 程  入 学 試 験 案 内

日時試験 試験場所 備考

オンラインで実施します。
8月15日（木）
10：00 ～ 16：00

提出期限
8月14日（水）

オンライン
接続テスト

2（1-1）を参照

持参品

英語（TOEFL）
TOEFLのスコアをもって英語の試験とします。出願時にAppointment Numberと
受験日を工学系研究科の出願システムに入力してください。提出の条件につい
ては12ページを参照してください。

口述試験

オンラインで実施
します。。受験票発
送時に通知する
「受験者専用ペー
ジ」で会場URLを通
知します。

2（1-3）を参照。
研究計画書を出
願書類とともに提
出してください。

専門科目
（電気電子工学・
情報工学）

2（1-2）を参照

オンラインで行います。以下の機
材を各自で用意してください。

*パーソナルコンピュータ
*受験者を側面から撮影できる
  外付けウェブカメラ
*解答用紙アップロード用の
  カメラやスマートフォン
*ブロードバンドインターネット
  接続環境

オンラインで行います。以下の機
材を各自で用意してください。

*パーソナルコンピュータ
*ウェブカメラ
*ブロードバンドインターネット
  接続環境

オンラインで実施
します。受験票発
送時に通知する
「受験者専用ペー
ジ」で会場URLを通
知します。

8月30日（金）
8：00 ～ 18：00
（予定）

8月26日（月）
9：00 ～ 13：30
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3	 提出書類

（1-2）専門学術科目（電気電子工学・情報工学）
電気電子工学と情報工学の研究を行うために必要な基礎的な学力を問う内容です。本年度実
施入試では、試験問題は日本語または英語で出題されます。解答は日本語または英語とします。

以下の専門学術科目の出題範囲から2問を選択解答します。解答時間は2問合わせて150分です。
　電磁気学、電気回路、情報工学 I、情報工学 II、固体物性、制御・電気エネルギー工学

試験内容の詳細については専攻ウェブページ（http://www.eeis.t.u-tokyo.ac.jp/）を参照してく
ださい。また、サンプル問題がウェブページに掲載されていますので参考にして下さい（工学部
プリントセンターでは販売いたしません）。

オンラインでの受験方法については、受験票同封物に記載してある「受験者専用ページ」に掲載
します。

（1-3）口述試験
口述試験はオンラインで行います。受験票同封物に記載してある「受験者専用ページ」のオンラ
イン試験の詳細を参照の上、受験票と試験に必要な機材を準備して下さい。受験者には、各自の
修士論文またはそれに代わるもの（現在進行中の場合は修士論文として予定しているもの）および
博士課程入学後の研究計画について発表してもらいます。その後、その内容についての口頭試問
を行います。また、上記（1-2）の筆記試験答案の内容に関する質問をする場合もあります。発表
時間は当日担当教員が指示しますが、目安は約20分です。発表資料は、後日連絡するURLに事前
にアップロードして頂きます。

（2）第2次試験
第1次試験の合格者で、同試験実施時点で修士課程修了見込みの者に対して、2025 年1月末～2月
上旬（予定）に、各自の修士論文を中心とした口述試験を行います。詳細な日程は別途通知しま
す。なお、 2024 年10 月入学希望者に対する第1次試験は第2次試験を兼ねますので、第2次試験
は別日程では実施しません。

出願の際には、「志望する指導教員の受入承諾書」、「博士後期課程研究計画書」、および「所属長
の承諾書」（該当者のみ）をほかの必要書類と一緒に必ず提出してください。

（1）志望する指導教員の受入承諾書
受入承諾書は専攻で指定された形式になっており、指導予定教員自身が入手して、入力、署名
したもの（スキャンした電子ファイルやコピーでも可）を受験者が願書と共に提出する必要があ
ります。指定された形式以外の受入承諾書は認められません。指導予定教員に問い合わせてく
ださい。

（2）博士後期課程研究計画書
博士後期課程における研究計画として、「どのような研究方法で、何をどこまで明らかにしよう
とするのか」についてフォームをダウンロードして記入してください。

博士後期課程において行いたい研究内容については、あらかじめ志望する指導教員と十分に相談
してください。

博士後期課程研究計画書は、指定されたURLに 事前にアップロードしてください。
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（3）所属長の承諾書（該当者のみ）
博士後期課程には出席が必要な必修の講義や演習などがあります。社会人で在職の身分のまま入学
を希望する場合は、入学後学業に支障がないよう配慮する旨の所属長の承諾書を提出してください。
工学系研究科配布の募集要項における該当箇所も参照してください。

上記『提出書類（1）〜（3）』が願書に完備されていない場合は、無効とすることがあります。
入学者選抜に用いた試験成績は、今後の本学の入試及び教育の改善に向けた検討のために利用
することがあります。電気系工学専攻では、受験時の入国ビザの取得手続きに関するサポートは
いたしません。

電気系工学専攻博士後期課程合格内定者に対して、指導教員をただちに内定します。博士後期課程
を志願する者は、あらかじめ出願期間よりも前に、志望する指導教員と十分に連絡を取っておいて
ください。

東京大学では、外国為替及び外国貿易法に基づいて東京大学安全保障輸出管理規則を定め、
技術の提供及び貨物の輸出の観点から、外国人留学生の受入れに際し厳格な審査を行っています。
規制されている事項に該当する場合は、入学が許可できない場合や希望する研究活動に制限が
かかる場合がありますので、ご注意ください。なお、詳細については、本学安全保障輸出管理支援
室Webサイト（https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/export-control/ja/rule.html）を参照してください。

5	 指導教員について

6	 安全保障輸出管理について

出 願 日 程 A
博 士 後 期 課 程  入 学 試 験 案 内

4	 注意事項
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（1）オンライン接続テスト
オンラインで口述試験を行うにあたり、事前に接続テストを行います。受験票同封物に記載して
ある「受験者専用ページ」のオンライン試験の実施方法をよく読み、後日指示されるURLに接続
してください。この接続テストは全ての受験者の参加を前提とするものであり、参加しなかった
ために生じるいかなる不利益も専攻では関知しませんので注意してください。

（2）専門学術科目（電気電子工学・情報工学）
試験は記述式で実施します。問題は、志望する教員の分野（別紙の教員一覧）を確認下さい。

※筆記試験と口述試験の両方を受験しないと、受験が無効となります。
＊	 本年度実施入試では、一般教育科目（数学）の筆記試験は行いません。
＊	 電気系工学専攻、新領域創成科学研究科先端エネルギー工学専攻、情報理工学系研究科電子情報学専攻の在学生に対しては、別途
口述試験を実施する場合があります。

＊	 本学大学院工学系研究科の修士課程を修了した者および修了見込みの者は、英語の受験を要しません。
＊	 本学大学院工学系研究科の電気系工学専攻と電気・電子工学専攻、新領域創成科学研究科基盤情報学専攻および先端エネルギー工
学専攻、情報理工学系研究科電子情報学専攻の修士課程を修了した者および修了見込みの者は、英語、専門学術科目（電気電子工学・
情報工学）の受験を要しません。

＊	 上記の専攻以外についても、本学大学院修士課程修了者は筆記試験免除の対象となる場合があります。該当する可能性があり免除
を希望する場合は、必ず10月末までにnyushi25@ee.t.u-tokyo.ac.jpまでお問合せください。

＊	 2025年1月14日（火）に実施する接続テストに、受験者は必ず参加する必要があります。
＊	 口述試験および専門学術科目のオンライン試験の詳細は、受験票同封物に記載してある「受験者専用ページ」で公開します。
＊	 オンライン接続テスト、専門科目試験の際にはパソコンに接続できる外付けウェブカメラを準備してください。コンピュータに
内蔵されているカメラ、スマートフォン、タブレットは利用できません。

1	 試験日程／試験方法等

（ 今後の状況により試験実施方法が変更される可能性があります。）

出 願 日 程 B
博 士 後 期 課 程  入 学 試 験 案 内

日時試験 試験場所 備考

オンラインで実施します。
1月14日（火）
10：00 ～ 16：00

提出期限
1月7日（火）

オンライン
接続テスト

2（1-1）を参照

持参品

英語（TOEFL）

TOEFLのスコアをもって英語の試験とします。出願時にAppointment Numberと
受験日を工学系研究科の出願システムに入力してください。提出の条件につい
ては12ページを参照してください。

口述試験

オンラインで実施
します。受験票発
送時に通知する
「受験者専用ペー
ジ」で会場URLを通
知します。

2（1-3）を参照。
研究計画書を出
願書類とともに提
出してください。

専門科目
（電気電子工学・
情報工学）

2（1-2）を参照

オンラインで行います。以下の機
材を各自で用意してください。

*パーソナルコンピュータ
*受験者を側面から撮影できる
  外付けウェブカメラ
*解答用紙アップロード用の
  カメラやスマートフォン
*ブロードバンドインターネット
接続環境

オンラインで行います。以下の機
材を各自で用意してください。

*パーソナルコンピュータ
*ウェブカメラ
*ブロードバンドインターネット
  接続環境

オンラインで実施
します。受験票発
送時に通知する
「受験者専用ペー
ジ」で会場URLを通
知します。

1月22日（水）
～1月23日（木）
8：00 ～ 18：00
（予定）

1月21日（火）
13：30 ～ 15：30
（予定）

2	 学術試験の内容
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3	 提出書類

4	 注意事項

5	 安全保障輸出管理について

オンラインでの受験方法については、受験票同封物に記載してある「受験者専用ページ」を参照
してください。

（3）口述試験
口述試験は全受験者が対象です。口述試験はオンラインで行います。受験票同封物に記載してあ
る「受験者専用ページ」を参照の上、受験票と必要な機材を準備して下さい。上記（2）専門学
術科目受験者には、問題に関連した質問を行います。また、全受験者に、各自の修士論文または
それに代わるもの（現在進行中の場合は修士論文として予定しているもの）および博士課程入学
後の研究計画について発表してもらいます。発表時間は当日担当教員が指示しますが、目安は約
20分です。その後、その内容についての口頭試問を行います。発表資料は、後日連絡する URL
に事前にアップロードして頂きます。

出願の際には、「志望する指導教員の受入承諾書」、「博士後期課程研究計画書」、および「所属長
の承諾書」（該当者のみ）をほかの必要書類と一緒に必ず提出してください。

（1）志望する指導教員の受入承諾書
受入承諾書は専攻で指定された形式になっており、指導予定教員自身が入手して、入力、署名した
もの（スキャンした電子ファイルやコピーでも可）を、受験者が2024年10月末までに入手してく
ださい。指定された形式以外の受入承諾書は認められません。指導予定教員に問い合わせてください。

（2）博士後期課程研究計画書
博士後期課程における研究計画として、「どのような研究方法で、何をどこまで明らかにしよ
うとするのか」についてフォームをダウンロードして記入してください。

博士後期課程において行いたい研究内容については、あらかじめ志望する指導教員と十分に相
談してください。

博士後期課程研究計画書は、指定されたURL に 事前にアップロードしてください。

（3）所属長の承諾書（該当者のみ）
博士後期課程には出席が必要な必修の講義や演習などがあります。社会人で在職の身分のまま入
学を希望する場合は、入学後学業に支障がないよう配慮する旨の所属長の承諾書を提出してくだ
さい。工学系研究科配布の募集要項における該当箇所も参照してください。

上記『提出書類（1）～（3）』が願書に完備されていない場合は、無効とすることがあります。
入学者選抜に用いた試験情報は、今後の本学の入試及び教育の改善に向けた検討のために利用
することがあります。電気系工学専攻では、受験時の入国ビザの取得手続きに関するサポートは
いたしません。

東京大学では、外国為替及び外国貿易法に基づいて東京大学安全保障輸出管理規則を定め、技術
の提供及び貨物の輸出の観点から、外国人留学生の受入れに際し厳格な審査を行っています。規
制されている事項に該当する場合は、入学が許可できない場合や希望する研究活動に制限がかか
る場合がありますので、ご注意ください。なお、詳細については、本学安全保障輸出管理支援室
Webサイト（https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/export-control/ja/rule.html）を参照してください。
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2024年 7月 20日（土）（修士特別口述のみ )
2024年 8月 26日（月）〜 8月 30日（金）（8月 30日（金）は修士課程受験者に対する試験はありま
せん。）

本年度入試はオンラインで行います。オンライン試験のアクセス先 URL などの詳細は、受験票同
封物に記載してある「受験者専用ページ」で公開します。

（1）試験開始後は、解答が終わった場合でも、また、受験を放棄する場合でも退室は許されません。
（2）試験時間中は、受験票を常に机上に置いてください。

指定日の口述試験実施時間中に受験しない場合は、受験そのものを放棄したとみなします。

第2次試験は、原則として2025年1月下旬～2月上旬とし、期日・場所は追って通知します。

〒113-8656　東京都文京区本郷7-3-1
東京大学　大学院工学系研究科　電気系工学専攻事務室
E-mail : nyushi25@ee.t.u-tokyo.ac.jp

（1）合格者は2024年 9月 5日（木）16時頃本研究科 Webサイト（http://www.t.u-tokyo.ac.jp/soe）
に掲載する予定です。

（2）合格者へは翌日以降に、工学系研究科から入学許可書がメールで送付されます。電話による
合否の照会には応じません。

（3）出願後、現住所、メールアドレス、受信場所等に変更が生じた場合には、速やかに届け出て
ください。

1	 試験日

2	 試験方法

3	 筆記試験時の留意事項

4	 口述試験時の留意事項

5	 博士課程第2次試験

6	 問い合わせ先

7	 その他

入 学 試 験 受 験 者 心 得
［ 修 士 課 程 お よ び 博 士 後 期 課 程（ 出 願 日 程 A ）］
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出願時にTOEFL iBT※1 又は TOEFL iBT Home Edition※2 の Appointment Numberと受験日を研究科の出願システムに入力してください。Appointment 
Number の提出がない場合は、それだけで不合格となることがあります。

※1	 TOEFL iBT の受験申し込み方法は、ETSのWebサイトで各自確認してください。
※2	 TOEFL iBT Home Editionの使用機器・受験環境・受験申し込み方法は、ETSのWebサイトで各自確認してください。

次の指定された年月以降に受験したTOEFLのスコアが必要です。
　2022年 9月以降［修士課程、博士課程（出願日程A）］、　2023年 2月以降［博士課程（出願日程B）］
TOEFL受験申込締切：出願時まで
TOEFL提出期限：8月 14日（水）［修士課程、博士課程（出願日程A）］、　1月 7日（火）［博士課程（出願日程B）］

（1） TOEFL スコアの提出方法
	 ＜ TOEFL 公式スコア送付先＞ 
	 このコード以外で送付されたものは確認することができません。
	 DI（Designated Institution）コード	 ："8596"（University of TokyoEngineering）
	 Department コード 	 	 ："99"（Any Department Not Listed）

・ TOEFL iBT（又はTOEFL iBT Home Edition）の受験を申し込む際に、上記の送付先へ公式スコアレポートの送付を請求してください。既に受験済
みのスコアを提出する場合も、以下の送付先へ公式スコアレポートを送付するようETS へ依頼してください。
・ 送付手続きが完了していないと、本研究科ではスコアを確認することができません。送付手続きが正しく完了し、試験自体にも問題がなかっ
た場合は、受験後約2 週間程度で当研究科でオンライン上のスコアデータを確認することができます。このデータが確認できた時点でスコア
が提出されたものとします。
・ Test Date Socres を利用します（My Best Scores は利用しません）。

（2）注意事項
・ 大学院入学試験の出願期限までに TOEFL受験を申し込み、「入学願書作成入力フォーム」から入学願書を作成する際、提出予定のスコアレ
ポートのAppointment Number を入力してください。既に受験済みのスコアを提出する場合も、提出予定のスコアレポートのAppointment 
Number を入力してください。複数のスコアを持っている場合、願書に入力したAppointment Number のスコアのみ有効となります。
・ 受験者控（Test Taker Score Report）の提出は不要です。
・ 提出する TOEFLスコアの出願後の変更は原則認めません。
・ 機械トラブル等の主催者側の理由により、再試験になったり、スコアの開示が遅れるケースがありますので、十分な日程の余裕を持って受験
をしてください。
・ ETSのWebサイトの情報を確認し、期限までに到着するよう十分な日程の余裕を持ってスコアを送付してください。
・ TOEFLスコアについては、母国語が英語である場合も提出が必要です。

T O E F L の ス コ ア 提 出 に つ いて



本冊子の問い合わせ先

For inquir ies  or  information

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
東京大学大学院工学系研究科
電気系工学専攻事務室
住　所：〒113-8656 東京都文京区本郷 7-3-1

E-mail：nyushi25@ee.t .u-tokyo.ac. jp


